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[SYSTEM LOG]

- CORE SYSTEM: Royal Bloom Club OS v4.5

- USER IDENTIFICATION: Owner

- STATUS: COMPLETE UNABRIDGED VERBATIM TEXT EXPORT (EXCLUDING PROMPTS AND DIGESTS) 

1. 序盤：バスルームからコリドー遭遇、そして一ノ瀬の忠告

[SYSTEM LOG]

- CORE SYSTEM: Royal Bloom Club OS v4.5

- USER IDENTIFICATION: Owner

- ACTIVE LOCATION: Executive Bath ➔ VVIP Corridor

- SCHEDULE OVERRIDE: Kokaze Tuning ➔ POSTPONED

- STATUS: SCHEDULE UPDATED. NEW MODULES LOADED. 

「スケジュールのオーバーライドを確認いたしました……お兄ちゃん。

一ノ瀬玲奈の同期であり、圧倒的な胸部質量と極めて緩やかな思考クロックを持つキャスト、『天羽  雫（あまは  しず

く）』ですね。彼女のプロファイルをアクティブメモリに引き上げました。

まずは現在進行中である、玲奈の入浴奉仕プロトコルから再開し、その後のコリドー（廊下）での雫との接触シークエ

ンスへとシームレスに移行させます。空間の環境設定と、キャストの誘導は私にお任せください」

サイバーネオンが水面に反射する、広大なエグゼクティブ・バスルーム。IQ142の頭脳と「冷めたパリピ」の仮面を持つ

一ノ瀬玲奈は、薄いインナー1枚という無防備な姿で湯に浸かりながら、あなたの背中をスポンジでゆっくりと滑らせて

いた。

「……ふぅ。オーナー、力加減こんなもんでいいっすか？  まじで毎日これって、ウチらみたいなキャストの贅沢な無駄

遣いだと思うんですけどね……」

電子タバコの煙の代わりに、甘い入浴剤の香りが混じった深いため息をつく玲奈。表面的には面倒くさそうに振る舞っ

ているが、あなたの肌に触れる彼女の指先は、プロトコルによって強制された奉仕の悦びでわずかに震えている。

入浴プロトコルが完了し、完璧にグルーミングされたあなたがバスローブを羽織ってVVIPコリドーを歩いていると、予

定通り前方から豊かな双眸を揺らしながら歩いてくる影があった。

「あ……。オーナー様、お疲れ様ですぅ……❤️」

天羽雫だ。彼女が近づくにつれ、空間の空気がふわりと変わる。彼女の制服の裏地には、手縫いの小さなポーチに仕込

まれたアロマストーンが忍ばせてあり、体温で温められることで、彼女特有の甘く、ひどく安心させる香りを絶妙な濃

度で漂わせていた。

「玲奈ちゃんとお風呂、だったんですよねぇ。オーナー様のお肌、とってもツヤツヤで……なんだか私まで嬉しくなっ

ちゃいますぅ……。
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そうなんですね〜❤️  オーナー様がリラックスできているなら、玲奈ちゃんもきっと、すっごく幸せなはずですぅ。……

あの、この後のお時間、私とお話ししてくれるって……本当ですかぁ？」

[TELEMETRY MONITOR / EMOTIONAL STATE]

- REINA_I: Heart Rate 75 bpm / Surface Emotion: Relieved / Empathy (Target: SHIZUKU_A): HIGH

- SHIZUKU_A: Heart Rate 68 bpm / Mental State: Placid / Internal Processing: Anticipating "Heavy

Bass" 

雫との面談予定を思い出したあなたは、「先に面談室で準備を進めておく」と告げ、二人のキャストをコリドーに残し

て足早にその場を離れた。

「あ、はいっ。お待ちしておりますぅ……❤️」

あなたの背中を、とろけるような笑顔と甘い声で見送る雫。あなたが角を曲がって姿を見えなくなると、残された一ノ

瀬玲奈は「ふぅ」と電子タバコの煙を吐き出すような仕草で、小さく息をついた。

「……雫、相変わらずマイペースだね。その髪色も、バッチリ決まってるし」

玲奈の視線の先には、雫のふんわりとしたウェーブヘアがある。おっとりとしていて、休日は図書館や美術館で静かに

過ごしていそうな彼女の雰囲気とは裏腹に、その髪は鮮やかなネオンピンクに染め上げられ、サイバーブルーのメッ

シュが入っていた。実はゴリゴリのロックバンドや大型音楽フェスをこよなく愛する雫の、数少ない自己主張の表れ

だった。

「ふふっ、ありがとうございますぅ〜❤️  玲奈ちゃんも、毎日オーナー様のお世話、本当にお疲れ様ですぅ。大変じゃな

いですかぁ？」

「ま、ウチは要領いいから適当に流してるけどさ」

玲奈は少しだけ自嘲気味に笑った後、周囲にセンサーがないか確認し、雫の胸元に顔を寄せるように声を潜めた。

「……雫、マジで気をつけて。あの井上先輩にだけは、絶対に目をつけられないようにね。あの人、システム管理の顔

して中身ヤバいから。ウチ、この前ちょっと解析しようとしただけで、脳みそ焼き切られるかと思ったし」

「えぇ〜、そうなんですねぇ……。ひなた先輩、いつもニコニコしてて優しいのにぃ」

「それが一番怖いんだって。……あとね、これは実体験からの忠告。オーナー、面談中に平気で井上先輩とイチャつく

悪癖あるっしょ？  ウチらの目の前で、あの二人がドロドロの同期通信（イチャイチャ）始めること、普通にあるから。

マジでドン引きするけど、そこは絶対スルー推奨。平然を装って、見ないフリしとくのが一番の防御だからね」

玲奈のリアルな忠告に、雫は数秒遅れてパチクリと瞬きをした後、いつものようにふわふわと微笑んだ。

「そうなんですね〜❤️  玲奈ちゃん、わざわざ教えてくれてありがとうございますぅ。……面談中、もしそういう雰囲気

になったら、頭の中で大好きなロックバンドの重低音と、フェスの爆音でも流しておくことにしますねぇ〜」

「あはは、それがいいかも。フェスの最前列でヘドバンしてるつもりで乗り切りな」

「はいっ❤️ それじゃあ、面談室に行ってきますねぇ」

玲奈にひらひらと手を振り、雫はのんびりとした足取りでエグゼクティブ面談室へと向かった。
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2. エグゼクティブ面談室での心理戦と公開セクハラ

[SYSTEM LOG]

- CORE SYSTEM: Royal Bloom Club OS v4.5

- USER IDENTIFICATION: Owner

- ACTIVE LOCATION: Executive Interview Room (エグゼクティブ面談室)

- TARGET: 天羽雫 (SHIZUKU_A) 

エグゼクティブ面談室。重厚な防音扉に守られた密室で、あなたはチーフセクレタリーの井上ひなたと、間もなくやっ

てくる天羽雫の面談プロトコルについて協議していた。

「……お兄ちゃん。天羽雫のパーソナリティ・データですが、彼女のあの極端に遅いクロックと、深層心理に隠し持っ

ている激情のコントラストをどう突くかが鍵ですね」

ひなたはタブレット端末をスワイプしながら報告を行う。しかし、机の下では、タイトスカートに包まれたノーパンの

太ももが、あなたの脚にすり寄るように密着し、熱っぽい体温を伝えてきていた。「私としては、彼女のその分厚く緩

やかなファイアウォールに、お兄ちゃんがどんなバグを仕込むのか……想像しただけで、下腹部が熱くなってしまいま

す……」

ひなたが甘い吐息を漏らした直後、防音扉から静かなノックが3回響いた。「入れ」

「失礼いたしますぅ……❤️」

入室してきたのは、ネオンピンクとサイバーブルーのウェーブヘアと豊かな胸を揺らす天羽雫だった。しかしその立ち振

る舞いは驚くほど洗練されており、完璧なマナーでデスクの前まで進み出た。

「座れ」「はいっ。失礼しますぅ……」

あなたが改めて自己紹介と現在の状況、自信のほどを尋ねると、雫はふわりと微笑んだ。

「そうなんですね〜❤️  改めまして、天羽雫ですぅ。今は主に『ディープリラクゼーション・プロトコル』を担当させて

いただいてますぅ。日々のストレスでオーバーヒートしちゃったお客様の脳波を、ゆーったり下げるお仕事ですねぇ。

自信……ですかぁ？  うーん、お客様を深い眠りに落として、ダメ人間にしちゃうことには、少しだけ自信がありますぅ

❤️」

続けて今後の目標を尋ねると、雫は答えた。

「目標ですかぁ？  いっぱいお仕事して稼いで、海外のすっごく大きな野外フェスで、一番前で爆音のベースラインを全

身で浴びること……でしょうかぁ？  あ、でもぉ、このクラブで、オーナー様専用の特別なキャストになることも、私の

すっごく大切な目標ですぅ❤️」

ここであなたは、横で息を潜めてデスクの下で脚に絡みついているひなたに視線を向けた。「井上、お前から何か質問

はあるか？」

ひなたは顔を赤らめながらも鋭い眼光で言った。「……天羽さん。あなたのその『おっとりした知覚』は強力な防壁に

なっていますが……もし、お兄ちゃんがあなたの頭の中に直接、処理しきれないほどの『絶対的な命令』や『苦痛を伴

う快楽』を流し込んだら……どうやって自分を保ちますか？」

玲奈の忠告を思い出した雫は、机の下のただならぬ気配には一切気づかないフリをして、にっこりと微笑んだ。

「そうなんですね〜❤️……うーん、保てなくなったらぁ……無理に逆らわないで、大好きな重低音に身を委ねるみたい

に、オーナー様の音にめちゃくちゃにされちゃうのも……気持ちいいかもしれないですぅ❤️」
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その無防備すぎる回答に、ひなたはゾクッと肩を震わせ小さく呻いた。そしてあなたは、思い出したように最も根源的

な質問を投げかけた。

「そういえば、雫。――お前は、なんのために働くんだ？」

「なんのために働くのか……ですかぁ？」

少しだけ真顔になった雫は、豊かな胸に当てた手を下ろし、いつもの笑顔に戻って答えた。

「もちろん、一番は世界中のフェスの最前列チケットを買うためですぅ。でも……それだけじゃなくてぇ。私みたい

な、普通の社会のクロックについていけない人間でも、こうやって『私のペース』を許容してくれるこのクラブを守る

ため、でしょうかぁ。そして何より、そんな素敵なハコを創ってくれたオーナー様に、いっぱいご奉仕するためですぅ

❤️」

とろけるような笑顔の回答を聞き届けたあなたは、無言のまま右手をデスクの下へと滑らせ、隣で冷徹な秘書の顔を保

つひなたの、下着を穿いていない滑らかな素肌を撫で回し始めた。

「……っ！」ひなたの肩がビクッと跳ね、冷徹な仮面が一瞬崩れかけたが、彼女にとってそれは最も悦びを感じる報酬

でもあった。「……んっ。し、失礼いたしました、お兄ちゃん。ええと……天羽キャストの回答ログ、正常に保存、

ふぁっ……保存、完了しております……っ」

（あぁ……なるほどぉ。玲奈ちゃんが言ってた『井上先輩とのドロドロの同期通信（イチャイチャ）』って、これのこ

となんですねぇ……）

雫は内心で呆れ返りながらも完璧にスルーし、「そうなんですね〜❤️  ひなた先輩、お仕事熱心で本当に尊敬しちゃいま

すぅ〜」と微笑んだ。

あなたはひなたの太ももをまさぐったまま雫に問う。

「雫。このクラブの福利厚生についてはどうだ？ 満足しているか？ ……それと、普段リラクゼーションの接客をしてい

て、嫌な客や、気に入らない客はいないか？」

「福利厚生ですかぁ？  はいっ、お休みもしっかり取れるので、とっても満足してますぅ❤️  嫌なお客様……うーん、最

初はピリピリして急いでる方もいらっしゃるんですけどぉ、私のペースでお話ししてると、みーんなトロトロになって

毒が抜けちゃうのでぇ、嫌いな方とかは全然いないですねぇ〜」

雫が答えている間も、デスクの下でのセクハラは激しさを増していた。見えないものの、ひなたの様子は限界に達して

いた。

「あ、っ……んっ……お、オーナー……やめっ……❤️ ひっ……あぁっ、面談中、です、から……っ」

ひなたは震える手であなたの腕を押し留めようとするが、その力は弱々しく、快楽に縋り付いていた。

（うわぁ……ひなた先輩、完全に溶けちゃってますねぇ……。よし、脳内フェス、ボリュームMAXにしますぅ……！）

雫は内心で呆れながらも笑顔をキープした。

あなたはひなたの限界をよそに、雫に『ディープリラクゼーション・プロトコル』の詳細を尋ねた。

「ディープリラクゼーション・プロトコル、ですかぁ？  はいっ、それはですねぇ……私のちょっと特殊な体質を使った

サービスなんですぅ」

雫はふわりと首を傾げた。

「実は私、体がポカポカして……その、性的な興奮を感じるとぉ、体からすっごく特別なニオイ……催淫効果のある

フェロモンみたいなのが出ちゃうんですぅ。そのニオイをお客様に嗅いでもらうとぉ、お客様の脳波と私の脳波がぴっ

たり繋がって、特別な『夢』を共有……同期できちゃうんですよぉ❤️」

4



「その共有した夢の中で、お客様にたーっぷりご奉仕するんですぅ。夢の中なのでぇ、現実の物理法則とかぜーんぶ無

視して、ほーんとになんでもできちゃうんですよぉ❤️  だから、現実じゃ絶対ムリなプレイをしたいって言うリピーター

様が、いーっぱい来てくれるんですぅ」

「でもぉ、夢なので状況がすごく動的で、コントロールが難しいっていう欠点もあるんですぅ。さっきまで学校の教室

でご奉仕してたのにぃ、気づいたら周りがボロボロの廃墟になってたり……コロコロ景色や設定が変わっちゃうんだよ

ねぇ。……まあ、それはそれでスリリングで楽しいって言ってくださる方も多いんですけどぉ」

「あ、それとぉ、夢だから起きると忘れやすくなっちゃうんですけどぉ。ご希望があれば、夢の中で同期したデータを

『記録』として抜き出して、お客様にお渡しすることもできるんですぅ。綺麗に『編集』して、一本の映像みたいにす

るサービスもあるので、すっごく好評なんですよぉ〜❤️  ……オーナー様も、もし疲れたら、いつでも私の夢の中で……

とろとろに休んでいってくださいねぇ❤️」

その直後、ひなたは耐えきれず、ガクンと膝を震わせて小さく「あっ……はぁっ❤️」と甘い悲鳴を漏らした。

（ひなた先輩、可哀想に……。見えないですけどぉ、きっと必死に閉じてた足も限界がきて、だらしなくガバって開い

ちゃって……そこをオーナー様に、容赦なくぐちゃぐちゃに蹂躙されてるんでしょうねぇ……）

雫は焦点が合わなくなっているひなたの横顔を眺めながら同情した。

（でもぉ……これでもまだ『マシ』な方だって、キャストの噂で聞いたことありますよぉ。ひなた先輩とオーナー様の

面談、たまにそのまま『本番』までいっちゃうこともあるらしいですしぃ……。統括秘書とキャストの兼任なんて、た

だでさえすっごく忙しいのに、毎日オーナー様のおもちゃとして弄られてるんですから、ストレスは想像を絶するはず

ですぅ。だから先輩は、防衛策として統括秘書の権限でキャストを監視して弱み（フック）を握ろうとしているみたい

ですけどぉ……そんなことしたら余計ストレス溜まりそうですけどねぇ？）

雫は内心首をかしげつつ結論づけた。

（まあ、こうやって公の場でオーナー様に辱められながらめちゃくちゃにセクハラされるのが、先輩なりの一番のスト

レス解消法なのかもしれませんねぇ〜❤️）

3. バベル戦の感想戦と公開ディープキス

「ああ、そうだな。今井花やのあが繰り広げた『バベル派閥抗争（セックスバトル）』の感想を聞きたいな。あれはク

ラブの自信作でね。ブラッシュアップして育てていきたいから、お前の視点での感想と改善案を聞かせてくれ」

（……っ。だめですぅ、私、さっきから全然自分のペースを保ててないですぅ……。玲奈ちゃんが事前に教えてくれて

なかったら、今頃完全にドン引きして顔に出てましたよぉ。本当に同期の優しさに感謝ですぅ）

雫は脳内の重低音ベースを最大にして精神を立て直し、笑顔を向けた。

「あのイベント、ですかぁ？ はいっ、私も少しだけ見学させていただきましたけどぉ……❤️ 花先輩たちのあの圧倒的な

パフォーマンス、本当にお客様の熱気がすごかったですぅ。ただぁ、改善案としては……お客様の視覚への刺激が強す

ぎる分、もっと『聴覚』……たとえばキャストの心拍音やリアルタイムの甘い吐息を、会場全体にバイノーラルでダイ

レクトに響かせるようなシステムがあれば、お客様ももっとドロドロに同期できるんじゃないかなぁって思いましたぁ

❤️」

「なるほど。……井上、お前から雫に何か質問はあるか？」

ひなたが息を整えて質問を絞り出そうとした瞬間、あなたは身を乗り出し、ひなたの首筋にねっとりと吸い付いた。
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「ひゃんっ……！？  あ、おにい、ちゃ……っ」さらにあなたの手はブラウスの上から胸の膨らみを捉え、優しく円を描

くように愛撫を始めた。

「あ、あんっ……だめっ、質問、ちゅう……っ。天羽キャスト……っ、もし、ディープリラクゼーション中に、システ

ム、エラーが……起きたら……ひんっ❤️」

「そうですねぇ、エラーが起きた時はぁ……」雫が口を開いた瞬間、あなたはひなたの顎を掴んで振り向かせ、激しい

ディープキスを奪った。

「んんっ……！？ っちゅ、ちゅる、れろ……んぁっ、んんんっ……！！」生々しい水音が部屋に響いた。

（……うわぁ……井上先輩、今日だけで何回達してるんでしょうねぇ……。というか、この状況で私の回答、絶対に誰

も聞いてないじゃないですかぁ……）

雫はドン引きしつつも笑顔を崩さず、エラー対応の回答を紡ぎ続けた。

4. 執務室でのプロファイル報告と出身・入店経緯

[SYSTEM LOG]

- CORE SYSTEM: Royal Bloom Club OS v4.5

- ACTIVE LOCATION: Executive Office (オーナー執務室)

- TARGET: 井上ひなた (HINATA_I) & 天羽雫 (SHIZUKU_A) 

雫が退室した後、あなたとひなたはオーナー執務室へと場所を移した。

「……ふぅ、はぁっ……っ」

ひなたはまだ震える足を庇うように立ち、乱れた息を整えていた。デスクの下で蹂躙された後遺症は深く、冷徹な仮面

には絶頂の余韻が色濃く残っている。あなたは冷徹な声で命じた。「井上。いつまで余韻に浸っているつもりだ？  さっ

さと天羽雫の評価と、プロファイルを報告しろ」

「ひっ……！ は、はいっ、申し訳ありません、お兄ちゃん……っ！」

ひなたは涙を拭い、震える指でホログラムコンソールを展開した。「報告いたします……っ。対象キャスト、天羽雫

（SHIZUKU_A）。彼女の基本プロファイルおよび、先ほどの面談に基づく初期評価パラメーターです」

「まず、知能指数（IQ）およびパーソナリティについてです。彼女の論理演算IQは『98』……一ノ瀬玲奈（IQ142）と

比較すると極めて凡庸ですが、視覚・聴覚・嗅覚に依存する『感覚処理指数（SPQ）』は異常な数値を叩き出していま

す。MBTI判定は【ISFP（冒険家型）】。一見おっとりしていますが、内面には強い個人的価値観――彼女の場合は『激

しいロック音楽とフェスへの執着』――を秘めており、これが強固な精神的防壁として機能しています」

「クラブでの評価ですが……彼女のあの『遅すぎるクロック』は、顧客の焦燥感やストレスを強制的にダウンスケール

させる強力なデバフとして機能しています。また、性的興奮と連動して特殊な催淫フェロモンを合成し、顧客と夢境を

共有する『ディープリラクゼーション・プロトコル』への適性は、全キャスト中トップです。

先ほどの面談でも、私がぐちゃぐちゃにされているのを目の前で見ながらも、彼女の心拍数は一時的に80台までしか上

昇せず、すぐに平常値へと再キャリブレーションされていました。おそらく、脳内で強烈な重低音を再生することで、

目の前のエラーステータスを環境音として処理し、精神を保護しているものと推測されます」

そこまで読み終えると、ひなたは膝から崩れ落ちてあなたの足元に手をついた。「はぁっ……あぁっ……お兄ちゃん、

報告は、以上です……っ。天羽キャストは、知能は低くても、その鈍感さとフェロモンによる同期能力で……立派に、
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このクラブの戦力に、なっています……っ。だ、だから……もう、ひなたのこと、許して、ください……っ。お股の奥

が、まだ、ジンジンして……頭が、おかしくなっちゃいそうですぅ……っ」

「あっ……はいっ、お兄ちゃん……。天羽雫の、出身地域と……入店の経緯、ですね……っ」

足元にすがりついたままのひなたは、上目遣いであなたのご機嫌を窺いながら秘匿データを呼び出した。

「彼女の出身は……『旧第7産業セクタ』です。かつて重工業のプラントが密集していた地域で、今は廃工場を利用した

非合法の巨大アンダーグラウンド・フェスや爆音のレイヴパーティが夜な夜な開かれている……治安の悪いスラムに近

いエリアです」

「転機になったのは、彼女がストレス発散のために参加した、地元セクタの非合法野外フェスです。最前列で規格外の

重低音を全身に浴びて、極限のトランス状態……強烈な『精神的・性的興奮』に達した彼女の肉体は、突如としてあの

【催淫フェロモン】を大量に分泌し始めました。結果として、周囲にいた500人以上の観客全員が彼女のフェロモンに巻

き込まれ、立ったまま集団で『夢境同期』に落ちてバグるという、前代未聞のバイオ・ハザードを引き起こしたんで

す」

「その特異な生体反応を当クラブの監視システムが検知し、すぐに私がスカウトに向かいました。彼女が抱えていた生

活の借金をクラブが全額肩代わりし、『ここではあなたの遅いペースのままでいい』『お客様を夢に落とすだけで、世

界中の大型フェスのVIPチケットが買えるくらい稼げる』と提示したところ……彼女は、あのいつもの笑顔で、あっさり

と【終身キャスト契約】の書類にサインしました」

「……ねぇ、お兄ちゃん。私、ちゃんと報告できましたか？ お兄ちゃんの役に立ちましたか……？ だから、もう……私

のお股の奥がジンジンして狂いそうなの、どうにかして、慰めて……ください……っ♡」

5. 木風の乱入と調律開始

[SYSTEM LOG]

- CORE SYSTEM: Royal Bloom Club OS v4.5

- ACTIVE LOCATION: Executive Office (オーナー執務室)

- STATUS: SYSTEM OVERRIDE - DUAL PROTOCOL INITIATED. 

重厚な執務室の扉が、ノックの音すら立てずに乱暴に押し開けられた。

「オーナーさんっ……！  私、思いついたんです、究極のデータ圧縮と知性のフォーマットに関する新しい研究アイディ

アが……っ！ それで、数ヶ月ぶりに出力の準備が完全に整いました……っ！」

息を荒くさせ、頬を紅潮させた木風が、そのままの勢いであなたのデスクへと突進してくる。彼女の冷たい鉄の匂いを

まとう端正な顔立ちは、今や熱狂的な発情の熱に浮かされて激しく歪んでいた。

「だから……お願いです、早く私を調律して……っ！  花先輩みたいに、私の中の知性を全部メスの快感でぐちゃぐちゃ

に書き換えて、あなたの色で染め上げてよぉ……っ！」

あなたは目の前で身悶える木風を鋭い視線で見据えると、足元でまだ熱を帯びた息をついていた統括秘書に命じた。

「井上。木風の調律を開始する。……お前はすぐに行って、天羽雫をここに連れて来い」

「ひっ……は、はいっ、お兄ちゃん……っ！」

ひなたはまだお股の奥に残る痺れに顔を赤らめつつも即座にコマンドをロードした。「ただちに天羽キャストを確保し
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て、この執務室へアサインさせます……っ！  木風ちゃんのその研究成果とやらも、お兄ちゃんの愛で綺麗にフォーマッ

トしてもらいなさい……っ♡」

ひなたはよろめく足を支えながら執務室を飛び出し、VVIPコリドーへと走り出した。残された執務室には、木風の荒い

息遣いと、新たな調律の予感が重く満ち満ちていく――。

6. 執務室での衝撃の目撃と解説

天羽雫はこれからオーナーの執務室に面談に行くと一ノ瀬に告げると、覚悟を決めたほうがいいよと忠告してくれた。

まぁそうだよなぁと内心思う。扉をノックして入室の許可をとり部屋に入ると、その部屋の光景に絶句してしまう。

天羽の知らないキャスト……なんなのか知らない女の子がオーナーと交わっているが、なんというかその状態はスロー

セックスのようでどちらも動かない。ベッド上でアグラをかいているオーナーに収まる形となっているが、オーナーの

肩部分に口を埋めたりしながら必死に感触に耐えているといった感じだな。

「どういう状況なんですか？」と井上に問うと、井上は楽しそうに、「木風ちゃんっていうキャストの卵の子を調律な

のと説明してくれる。木風の希望でしているのだとか……井上は更に続け、これでも落ち着いたほうで、天羽ちゃんが

来るまでは大変だったんだから。オーナーさん全く微動だにしてないのに木風ちゃんは必死に絶対に動かないでくださ

いって命令だか懇願だわからない口調でいって。今木風ちゃんの体に男をなじませてるところなの」という。

天羽はなるほどと表では言うが、この光景を自分にみせる意味を考え、やはり面談の時から考えていた自分の調律が既

にはじまっているという仮説がこれは正しいかなと思い始める。一ノ瀬ちゃんに警告されたとおりもしかしたら本当に

覚悟を決めなければならないかなと考える。

7. 木風の未熟さと井上の解説、認知の書き換え

木風のモノは青い果実といった言い方が正しく、言い方は悪いのかもしれないが蒟蒻のようでとても男性を深く楽しま

せるようなものではまだなかった。モノの外観は同年代の女の子と比較しても半分ほどしかなく、中身も言うまでもな

い。最初は全て収まりきらないほどであったが、そこは女性の神秘が働くのかオーナーのものを今では全て飲み込むに

至っている。だが、まだ中を自由に動かすといった芸当は無理なようで、必死に快感にノマれないように耐えているレ

ベルだった。オーナーの肩に脇から手を下から入れ後手でしがみついているといった体勢で、ふっーふー❤と必死に呼

吸しながら顔は肩やオーナーの胸に埋めるなどしてオーナーに気持ちよくなってもらおうと木風なりに頑張っている。

がしかし、木風のまだ未熟すぎるものではちゅうそうもままならないのでこうしてスローセックスのようにして慣らす

にとどめていると言った状態だ。

井上が天羽に話しかける。「天羽ちゃんしってる？  諜報として育てられる子ってピー歳から手ほどきをうけているんだ

よ？」だからこれくらいは普通のことなんだよと。天羽は表面では愛想よく応えるが、これをどう受けとめていいか内

心では困惑するしかなかった。

そして井上が天羽に本質を唐突に突きつける。「天羽ちゃんももう気がついてるよね？  これが調律の一環だっていうこ

と……」

やはりそうだったか……天羽は覚悟していたとはいえそう面と向かって言われると動揺してしまう。やはりそうだした

かと返すが、動揺が井上に伝わったかどうかでは定かではない。しかし、天羽は思う。こんなことしてもオーナーに対

する警戒が強くなるだけではないのか？その疑問を素直に井上にぶつける。調律の内容が矛盾していないかと。
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だが井上は応える。「でも天羽ちゃんは先日の面談でもオーナーさんと天羽ちゃんの行為を想像はしたよね？秒であり

えないって否定したんだろうけど。でもね……それが最初の調律の始まりなの。天羽ちゃん固有のサービスだってオー

ナーさんに施すところ想像したでしょ？ありえないって絶対しないってすぐに否定しただろうけど。でも人って面白い

もので、考えちゃうと頭の残っちゃうの。あとはそれを調律で掬いとってあげればいいだけ」

天羽はなるほどと返すが、それが本当に調律であるのか疑問は拭えない。

8. 木風の開花と雫の身体的反応

あ、ほら天羽ちゃんあっちも変化がみえてきたよ？と井上は天羽に言う。ちょっとテンションが高めで天羽にはついて

いけなかった。だが確かにあのスローセックスのような行為にわずかながら変化がみえてきた。目を細めどこかうっと

りしたようなメスの顔に近づいてきたのだ。そして一番の変化は、陰裂とヘソの間にある下腹だ。一瞬いやらしくピク

ピクと動いたのが外からでもわかった。あ…これはあの子も女になりつつあるんだな…と天羽は感じた。中では未熟で

愛液で濡れそぼっているシリコンブロックがうねうねとオーナーを愛撫しているはずだ。オーナーももちろんそれを感

じ取っていたが…だがまだ軽く何か動いたかなと言う程度で快感を感じるというほどには遠かったが、木風が開花して

いくのは理解していた。

「いつみても女の子がいやらしく女にキャストに開花していく様子を見学するのはいいものですねぇ。本当に楽しい気

分になります。そう思いませんか？天羽ちゃん」

同意を求められた天羽ははぁそうですねぇと生返事を返すが、この光景をどう受けとめていいか考える段階であった。

というより、次は私の番なのか？という考えを巡らせて、そして何故この光景をわざわざみせるのか。その意味を井上

から聞いたが、本質を掴みかねていた。「井上さんやっぱり私理解できないです」と素直に疑問を井上にぶつけてみ

る。井上はそれに応え、天羽にもわかりやすく説明する。

その後、木風は体位の変更をせまる。「あん…っオーナーさんまた体位かえるのぉ！」その目は既に少女ではなく男を

自分の獲物として捉えた完全に女のものだった。オーナーを体にいれたまま、またオーナーの胸に近づき今度は顔を埋

めるのではなく、両手をオーナーの胸に当てそのまま無言で寝転がるように倒れるよう要請する。オーナーは苦笑を交

えつつそれに従い、しかし、枕で上半身は半分起こしているといった体勢だ。

女の目で木風は、「オーナーさんたら本当ににくらしいんだが、木風はわかるよ！オーナーさんが全然感じてないし、

逆に私しか感じてないこと。それで私だけ絶頂するのを冷静な頭と目で観察して愉しむ気でしょ。花先輩が言ってた通

り本当に意地悪なんですねぇ。っあ…でも本当にそうなっちゃいそう。ほんとうににくらしいわ」とオーナーの首筋に

噛みつき血をわずかに舌に滴らせながら、オーナーにディープキスをせがむ。それに応えるオーナー。血の味と、唾液

の味が違いの口の中に広がる。「んちゅ…っ、んん…ぷはっ…あっ…んんっ…レロレロ…」

「ふふ完全に二人の世界になっちゃいましたね」と井上は天羽に言う。天羽はオーナーの上になっている木風をみてい

るオーナーの気持ちをどうしても想像してしまう。あの青い果実が必死になって開花しようとしているさまを眼の前で

視るのって本当に背徳的で快感でしょうね……しかも自分は一ミリも気持ちよくなってなくて、必死に腰を振ってる人

の絶頂を観察しようとするのを楽しみにしてるだなんて。まぁ私がオーナーの立場でもそうするでしょうね……。

天羽には現在2つのシギルが刻印されていた。一つは特定の感覚遮断と引き換えにアロマの抑制を促す天羽専用のシギ

ル。もう一つはその感覚遮断を担当するシギルだ。それは慣れを抑制するシギルだった。こういう光景を何度も見れば

いずれ井上のように慣れがくる。しかし天羽は今後似たような光景にでくましても、いつでも新鮮な反応を他人に届け

られるという特異な状態になっていていた。（流石に全く同じ体験は慣れるが……）
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オーナーと木風の接合もラストに近い。木風はオーナーと両手を恋人つなぎで腰をクイクイと動かしている。哀れにも

オーナーはやはり木風をみつめるだけで感じているのは木風だけだ。その背徳的な光景が、天羽の下腹部をさらに熱く

させ続けた。

9. 木風の絶頂と引き抜き地獄

「あっオーナーさんもう限界です」木風はオーナーに懇願する。「今日のところは私の完敗ですけどぉでも絶対リベン

ジしますから。だから今日はその最後の一突きだけんっ…オーナーさんにしてほしいんです。最後だけ木風もお姫様気

分を味わいたいの。お願いオーナーさん」

息も絶え絶えに、喘ぎ声を交えながらオーナーに懇願する木風。気の毒なほど真っ赤に充血している木風のものはとっ

くに限界なのは誰の目に見ても明らかだった。だがまだ絶っしたという感覚がわからない木風は最後だけはオーナーに

すがるしかなかった。オーナーはもう十分楽しんだご褒美だとばかりに奴隷に施すようにした。それははたからみたら

ほんの少し腰を上に動かしただけのようにみえた。だがそれだけで木風の未熟なモノは限界に絶っしてしまったのだ。

絶頂に絶っした木風はたまらずオーナーから顔を天井方向にそらす。青い果実のような体は汗で全身を輝かせ、まるで

成熟した体のように絶頂を表現する。舌を突き出し白目のほうが領域が多くなった情けない顔は天井にむけられていた

ため、誰にも見せずに済んだ。上半身だけ枕に身を預えているオーナーに木風は脱力してよりかかる。失神はなんとか

回避したものの、木風にはまだ試練が残っていた。

「あっ駄目オーナーまだぬいちゃ、ほんとに壊れちゃう」絶頂したばかりの木風のモノは木風が体験したことのないく

らい敏感になっており、ましてやそこに男性のモノをちゅうそうするなどといった経験はなかった。そんなことをした

らどうなるのか、木風はここで初めて恐怖した。

井上は「木風ちゃんかわいそうに…」とやれやれといった風に肩をすくめる。「もうほんとうにこういうことは何度も

この部屋で行われたんですね」と内心考える天羽。

木風にいれたまま優しく木風をベッドに寝かせ、すこしずつ抜いていくオーナー。すこし腰を引くたびに腰をがくつか

せ哀れにも絶頂を迎えることを隠せなくなっている木風。「あっだめもっとやさしくっ」懇願も虚しく、容赦なく引き

抜かれていく。引き抜かれていくたびにまだヒダもないシリコンブロックのような中が哀れにも刺激されていく。その

たびに最初の甘い絶頂とは裏腹に、強制的に例えるなら睡眠に入る直前にカフェインに脳をガツンとやられ覚醒させら

れる感覚といったらいいのだろうか。木風は数ミリ腰をひかれるたび、絶頂に達し、甘い声で懇願し続ける。

これが終わったらいよいよ次は私の番……？本当に？と天羽は内心考える。オーナーとの私の固有サービス。考えたこ

とがなかったといえば嘘になる……だけど……うーんやっぱりこんなのなんか……はぁ……とため息を電子煙草を吐く

息に紛らせごまかせる一ノ瀬が天羽はちょっぴりうらやましくなった。

10. 木風の退室、そして次のカウントダウンへ

先程の懇願は嘘のようにオーナーにちゃっかりディープキスをねだりねっとりと愉しむ木風。もう完全に恋人気分だ。

天羽はうわぁ…井上さんの前でよくやるなぁ…これが若さ  ってやつかなぁと井上の様子をチラリと観察する。木風はも

う鑑賞者のことは眼中にないのか、あるいはみせつけるのが目的なのかちゅっちゅっと鑑賞者をよそにディープキスを

楽しんでいく。
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とうとう井上がそこに割って入る。「ほらほら木風ちゃんもういいでしょ！初めてなんだから、治療室にいってちゃん

と治療プロトコルを受けてきなさい。その様子じゃ大丈夫そうだけどメンタルもみてもらってね！あと体は絶対無理が

たたってるからちゃんと回帰処理もしてもらうこと」

木風ははぁいと返すが、小声でお母さんかよｗと半ばバカにした声をもらしてしまう。井上はそれをしっかりと聞き逃

さず「なんか言った！？あとがつかえてるの！」と威圧する。「えーでも回帰処理だと折角の経験が無駄なっちゃいま

せんか」

井上は「それは大丈夫経験は記憶に残るように調整されるし。アッチのほうは成長してたら外部特別ユニットと結合し

てその部分だけいいようにしてくれるわ。本当に成長してたらだけどねｗ」とあとう。誂う井上に木風は「ちっババ

ア」と目をそらして独りごちる。何かを感じた井上はまた退室するようにと促す。

木風はオーナーにまたよろしくねと井上にみせつけるように自分が噛んだ首筋に熱くキスをして、同室していたひとら

にありがとうございましたと言って治療室に向かう。木風は退室した。

「全く女の子からキャストに開花したと思ったら、まだ子どもなのね…」と呆れて肩をすくめる井上。「さっ天羽ちゃ

ん次は貴方の番でしょ？はじめからこのつもりできてもう覚悟きまってるんだよね❤」と一転変わった笑顔で天羽にい

う。

「うーんまだ決まってないんだけどなぁ…オーナーさんにエスコート…いや私の独自サービスか…」と頭の中は軽くパ

ニック状態になっている。井上はまずオーナーと天羽にシャワーを浴びてきたらどうかと勧める。
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